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HIGASHINARUSE

令
和
７
年
に
は
地
方
交
付
税
の
測
定
単
位

と
な
る
国
勢
調
査
を
控
え
、
人
口
の
自
然

減
と
成
瀬
ダ
ム
工
事
の
縮
小
に
よ
る
作
業

員
の
転
出
な
ど
人
口
減
少
が
加
速
す
る
こ

と
か
ら
、
一
層
厳
し
い
財
政
状
況
に
陥
る

可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
村
単
独

事
業
を
中
心
と
す
る
経
費
削
減
は
先
送
り

で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
予

算
編
成
の
時
期
を
早
め
る
と
と
も
に
、
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
個
々
の
事
業
を
精
査
し
、
廃

止
、
統
合
、
メ
ニ
ュ
ー
化
な
ど
を
図
り
、

令
和
７
年
度
予
算
へ
反
映
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、
40

億
６
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
対
し
２

億
５
０
０
万
円
、
５
・
３
％
の
増
と
な
り
、

当
初
予
算
と
し
て
は
、
平
成
６
年
度
以
来

40
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
や
地
域
活
性

化
起
業
人
事
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
ソ
フ

ト
事
業
や
部
落
要
望
を
中
心
と
す
る
ハ
ー

ド
事
業
へ
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
て
お

り
、
新
規
事
業
と
し
て
は
、
行
政
窓
口
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
中
心
と
し
て
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

向
け
た
検
討
を
進
め
、
子
育
て
関
連
予
算

と
し
て
は
、
子
育
て
の
孤
独
感
や
疎
外
感

行
政
機
構
を
変
更

令
和
６
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
予
算
は

２
億
２
９
８
０
万
円
の
増
額
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行
政
の
効
率
化
、
合
理
化
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
新
年
度
か
ら
改
変
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
民
生
課
の
所
管
事
務
か
ら
福
祉
保
健
と

消
防
防
災
業
務
を
独
立
さ
せ
、
同
時
に
住

民
情
報
を
基
本
と
す
る
窓
口
業
務
や
ゴ
ミ

処
理
と
い
っ
た
住
民
生
活
に
直
結
す
る
業

務
を
集
約
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

利
便
性
を
図
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
民
生
課
、
税
務
課
と
環

境
課
を
廃
止
し
、
住
民
生
活
課
と
健
康
福

祉
課
を
新
設
、
総
務
課
に
防
災
対
策
室
を

新
た
に
設
置
す
る
改
変
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
所
管
事
務
に
つ
い
て
も
変
更
を
加

え
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
企
画
課
は
次
期

総
合
計
画
に
向
け
た
準
備
、
移
住
定
住
な

ど
総
合
戦
略
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

と
情
報
政
策
な
ど
に
専
心
す
る
た
め
商
工

観
光
事
務
を
農
林
課
へ
移
管
し
、
農
林
課

は
産
業
全
般
を
担
う
べ
く
産
業
振
興
課
と

名
称
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
対
策

　
今
年
度
の
出
生
数
が
２
人
に
止
ま
る
な

ど
、
人
口
の
自
然
減
は
深
刻
な
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
は

佳
境
を
迎
え
、
堤
体
打
設
工
事
は
令
和
６

年
度
で
ほ
ぼ
完
成
の
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
７
年
度
以
降
は
作
業
員
の
減
少

に
よ
り
、
人
口
は
急
激
に
減
少
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
人
口
減
少
は
地
方
交
付
税

な
ど
各
種
交
付
金
の
減
額
に
つ
な
が
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
・
有
料
化
や
民
間

に
よ
る
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
を
招
く
可

能
性
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
住
宅
政
策
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
定
住
を
望
む

声
が
あ
り
、
戸
別
・
集
合
住
宅
や
分
譲
地

の
整
備
、
個
人
が
望
む
定
住
住
宅
建
設
へ

支
援
制
度
創
設
の
具
体
的
プ
ラ
ン
の
策
定

を
進
め
、
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
少
子
化
と
移
住
の
複
合
的
な
政
策
と
し

て
、
結
婚
の
促
進
、
教
育
留
学
の
募
集
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
フ
ァ
ザ
ー
受
入
れ
と

こ
ど
も
家
庭
庁
が
進
め
る
里
親
制
度
の
活

用
な
ど
、
こ
れ
ら
の
事
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
対
応
す
る
効
率
的
な
行
政

の
形
づ
く
り
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

な
る
テ
ッ
ク
を
中
核
と
し
、
行
政
、
地
域

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、

事
業
の
具
体
化
に
向
け
た
動
き
を
本
格
化

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

成
瀬
ダ
ム
完
成
に
向
け
た

活
性
化
対
策

　
現
在
、
残
土
置
場
と
し
て
国
に
貸
し
付

け
て
い
る
ダ
ム
下
流
に
広
が
る
約
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
村
有
地
は
、
完
成
と
と
も
に
返

還
さ
れ
ま
す
。
ダ
ム
周
辺
の
観
光
を
進
め

る
た
め
に
は
、
こ
の
跡
地
の
開
発
が
必
要

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
広
大
な
面

積
で
あ
り
、
整
地
に
関
し
て
は
、
今
後
の

利
活
用
を
考
え
た
基
盤
整
備
を
国
に
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
跡
地
の
整
備
に

関
し
て
も
で
き
る
限
り
国
で
支
援
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
、
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
２
月
13
日
に
商
工
会
と

成
瀬
ダ
ム
振
興
事
業
協
同
組
合
合
同
で
跡

地
の
有
効
利
用
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
関
係
機
関
や
村
内

団
体
の
意
見
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
具
体

的
な
整
備
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
議
会
や
関

係
機
関
へ
示
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

財
政
健
全
化

　
全
会
計
の
村
債
は
統
合
簡
易
水
道
事
業

な
ど
の
大
型
起
債
事
業
に
よ
り
平
成
29
年

度
で
79
億
８
７
１
５
万
円
と
過
去
最
高
額

に
達
し
ま
し
た
。
実
質
公
債
費
比
率
な
ど

主
要
指
標
は
改
善
し
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
今
後
も
適
宜
、

繰
上
償
還
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
２
月
末
現
在
で
３

３
８
８
件
、
２
６
４
７
万
８
０
０
０
円
の

寄
附
が
あ
り
、
前
年
度
同
期
に
対
し
、
件

数
で
９
９
９
件
、
金
額
で
６
４
４
万
５
０

０
０
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

導
入
に
向
け
、
国
に
地
域
再
生
計
画
の
認

定
申
請
を
行
う
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。応

援
ク
ー
ポ
ン
券

　
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
第
１
回
交
付

分
は
、
１
月
末
で
終
了
し
、
利
用
率
（
換

金
率
）
は
98
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
２
回
交
付
分
は
、
２
月
末
が
使
用
期
限

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
取
扱
店
舗
か
ら

の
換
金
手
続
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
住
宅

　
７
月
か
ら
民
間
事
業
者
に
お
い
て
工
事

を
実
施
し
て
い
た
移
住
定
住
住
宅
Ｂ
棟
は
、

１
月
25
日
に
完
成
し
、
住
宅
の
引
渡
し
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
募
集
を
行
っ
た
８
戸
す
べて
に
入
居
者
が

決
定
し
て
お
り
、２
月
に
５
世
帯
が
入
居
を

済
ま
せ
、３
月
に
２
世
帯
、４
月
に
１
世
帯

が
入
居
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
天
神
林
地
区
南
側
の
用
地
に
つ
い
て
は
、

昨
年
実
施
し
た
「
住
ま
い
や
今
後
の
住
宅

政
策
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

の
緩
和
策
と
し
て
、
こ
ど
も
政
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
村
の
子
育
て
政
策
全

般
の
充
実
と
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
別
交
付
税
は
歳
出
予
算
の
う
ち
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
を
始
め
と
し
た
対

象
経
費
の
増
加
に
よ
り
２
億
２
９
８
０
万

円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

中
央
要
望
会

　
１
月
22
日
、23
日
に
特
別
交
付
税
に
係
る

中
央
要
望
活
動
を
実
施
し
、県
選
出
国
会

議
員
及
び
総
務
省
の
幹
部
職
員
を
訪
問
し
、

村
の
特
殊
財
政
需
要
に
対
す
る
特
別
交
付

税
措
置
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

東
成
瀬
駐
在
所
建
替
工
事
の
完
成

　

横
手
警
察
署
東
成
瀬
警
察
官
駐
在
所

の
老
朽
化
に
伴
う
建
替
工
事
は
順
調
に

進
み
、
完
成
は
３
月
26
日
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
３
月
31
日
か
ら
運
用
が

開
始
さ
れ
、
開
所
式
は
４
月
８
日
に
行

わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
機
構
の
変
更

　

３
月
４
日
か
ら
21
日
ま
で
の
日
程
で
、
令
和
６
年
村
議
会
３
月

定
例
会
議
が
開
催
さ
れ
、
３
月
４
日
に
村
長
が
行
政
報
告
を
し
ま

し
た
。

施
政
方
針

▲行政報告をする村長
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大
き
く
な
り
ま
す
。
住
宅
政
策
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
定
住
を
望
む

声
が
あ
り
、
戸
別
・
集
合
住
宅
や
分
譲
地

の
整
備
、
個
人
が
望
む
定
住
住
宅
建
設
へ

支
援
制
度
創
設
の
具
体
的
プ
ラ
ン
の
策
定

を
進
め
、
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
少
子
化
と
移
住
の
複
合
的
な
政
策
と
し

て
、
結
婚
の
促
進
、
教
育
留
学
の
募
集
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
フ
ァ
ザ
ー
受
入
れ
と

こ
ど
も
家
庭
庁
が
進
め
る
里
親
制
度
の
活

用
な
ど
、
こ
れ
ら
の
事
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
対
応
す
る
効
率
的
な
行
政

の
形
づ
く
り
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

な
る
テ
ッ
ク
を
中
核
と
し
、
行
政
、
地
域

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、

事
業
の
具
体
化
に
向
け
た
動
き
を
本
格
化

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

成
瀬
ダ
ム
完
成
に
向
け
た

活
性
化
対
策

　
現
在
、
残
土
置
場
と
し
て
国
に
貸
し
付

け
て
い
る
ダ
ム
下
流
に
広
が
る
約
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
村
有
地
は
、
完
成
と
と
も
に
返

還
さ
れ
ま
す
。
ダ
ム
周
辺
の
観
光
を
進
め

る
た
め
に
は
、
こ
の
跡
地
の
開
発
が
必
要

不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
広
大
な
面

積
で
あ
り
、
整
地
に
関
し
て
は
、
今
後
の

利
活
用
を
考
え
た
基
盤
整
備
を
国
に
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
跡
地
の
整
備
に

関
し
て
も
で
き
る
限
り
国
で
支
援
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
、
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
２
月
13
日
に
商
工
会
と

成
瀬
ダ
ム
振
興
事
業
協
同
組
合
合
同
で
跡

地
の
有
効
利
用
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
関
係
機
関
や
村
内

団
体
の
意
見
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
具
体

的
な
整
備
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
議
会
や
関

係
機
関
へ
示
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

財
政
健
全
化

　
全
会
計
の
村
債
は
統
合
簡
易
水
道
事
業

な
ど
の
大
型
起
債
事
業
に
よ
り
平
成
29
年

度
で
79
億
８
７
１
５
万
円
と
過
去
最
高
額

に
達
し
ま
し
た
。
実
質
公
債
費
比
率
な
ど

主
要
指
標
は
改
善
し
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
今
後
も
適
宜
、

繰
上
償
還
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
２
月
末
現
在
で
３

３
８
８
件
、
２
６
４
７
万
８
０
０
０
円
の

寄
附
が
あ
り
、
前
年
度
同
期
に
対
し
、
件

数
で
９
９
９
件
、
金
額
で
６
４
４
万
５
０

０
０
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

導
入
に
向
け
、
国
に
地
域
再
生
計
画
の
認

定
申
請
を
行
う
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。応

援
ク
ー
ポ
ン
券

　
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
第
１
回
交
付

分
は
、
１
月
末
で
終
了
し
、
利
用
率
（
換

金
率
）
は
98
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
２
回
交
付
分
は
、
２
月
末
が
使
用
期
限

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
取
扱
店
舗
か
ら

の
換
金
手
続
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
住
宅

　
７
月
か
ら
民
間
事
業
者
に
お
い
て
工
事

を
実
施
し
て
い
た
移
住
定
住
住
宅
Ｂ
棟
は
、

１
月
25
日
に
完
成
し
、
住
宅
の
引
渡
し
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
募
集
を
行
っ
た
８
戸
す
べて
に
入
居
者
が

決
定
し
て
お
り
、２
月
に
５
世
帯
が
入
居
を

済
ま
せ
、３
月
に
２
世
帯
、４
月
に
１
世
帯

が
入
居
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
天
神
林
地
区
南
側
の
用
地
に
つ
い
て
は
、

昨
年
実
施
し
た
「
住
ま
い
や
今
後
の
住
宅

政
策
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

の
緩
和
策
と
し
て
、
こ
ど
も
政
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
村
の
子
育
て
政
策
全

般
の
充
実
と
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
別
交
付
税
は
歳
出
予
算
の
う
ち
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
を
始
め
と
し
た
対

象
経
費
の
増
加
に
よ
り
２
億
２
９
８
０
万

円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

中
央
要
望
会

　
１
月
22
日
、23
日
に
特
別
交
付
税
に
係
る

中
央
要
望
活
動
を
実
施
し
、県
選
出
国
会

議
員
及
び
総
務
省
の
幹
部
職
員
を
訪
問
し
、

村
の
特
殊
財
政
需
要
に
対
す
る
特
別
交
付

税
措
置
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

東
成
瀬
駐
在
所
建
替
工
事
の
完
成

　

横
手
警
察
署
東
成
瀬
警
察
官
駐
在
所

の
老
朽
化
に
伴
う
建
替
工
事
は
順
調
に

進
み
、
完
成
は
３
月
26
日
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
３
月
31
日
か
ら
運
用
が

開
始
さ
れ
、
開
所
式
は
４
月
８
日
に
行

わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
報
告
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結
果
等
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
に
住
宅

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
今
後
の
方
針

等
を
示
し
、
当
該
用
地
利
用
の
た
め
の
測

量
設
計
等
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

秋
田
栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

　
ス
キ
ー
場
は
、
１
月
末
時
点
の
売
上
げ

は
前
年
よ
り
８
・
５
％
、
利
用
者
数
で

17
・
６
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
月

は
前
年
並
み
の
売
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
は
、
秋
田
県
や
村
の
宿
泊

助
成
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

12
月
の
売
上
げ
が
前
年
比
で
約
50
％
減
と

な
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
が
、
１
月
に
入
る
と
ス
キ
ー
合
宿
等

の
宿
泊
や
日
帰
り
の
利
用
も
増
加
し
、
若

干
で
は
あ
り
ま
す
が
前
年
を
上
回
る
売
上

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

　
今
年
度
、
内
閣
府
よ
り
採
択
を
受
け
て

実
施
し
て
い
た
「
地
域
へ
の
デ
ジ
タ
ル
実

装
促
進
に
向
け
た
計
画
策
定
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
約
半
年
間
に
渡
り
、
伴
走

支
援
を
受
け
な
が
ら
実
施
計
画
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
作
成
し
た
実
施
計
画
は
、
令
和
６
年
度

の
事
業
採
択
に
向
け
て
３
月
下
旬
に
採
択

結
果
が
出
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
実
装
を
計
画
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
や
そ
れ
ぞ
れ
住
民
が
必
要

と
す
る
情
報
を
配
信
す
る
セ
グ
メ
ン
ト
機

能
が
可
能
と
な
る
「
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ

る
ス
マ
ホ
役
場
」、
役
場
窓
口
で
の
証
明

書
等
の
発
行
に
必
要
な
申
請
書
へ
の
手
書

き
負
担
を
軽
減
さ
せ
る｢

書
か
な
い
窓
口｣

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
導
入
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
ほ
か
、

住
民
向
け
の
導
入
・
操
作
説
明
会
を
多
く

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
等
の
民
間
移
行

　
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
及
び
関
連
設
備

の
民
間
移
行
協
議
は
、
令
和
５
年
12
月
11

日
に
覚
書
を
締
結
し
、
第
三
者
交
渉
及
び

譲
渡
に
向
け
た
事
前
準
備
を
進
め
、
２
月

22
日
に
譲
渡
仮
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
民
間
移
行
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
財
産

処
分
の
承
認
を
い
た
だ
い
た
後
、
国
へ
の

財
産
処
分
の
届
出
、
各
種
占
用
の
承
継
手

続
等
を
行
い
、
３
月
下
旬
の
本
契
約
締
結
、

所
有
権
譲
渡
日
は
４
月
１
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

結
核
予
防
婦
人
会
役
員
研
修
会

　
12
月
21
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
結
核
予
防
婦
人
会
役
員
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
検
診
事
業
に

つ
い
て
の
報
告
と
来
年
度
の
協
力
内
容
を

確
認
す
る
と
と
も
に
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
運
営
協
議
会
・
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
２
月
15
日
、
介
護
保
険
と
国
民
健
康
保

険
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、

今
年
度
の
予
算
執
行
状
況
と
新
年
度
の
予

算
編
成
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
各
委
員
の
意
見
等
を
拝
聴

し
、
各
事
業
へ
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
健
全

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
は
、
現

在
、
年
度
内
の
策
定
を
進
め
て
い
る
「
第

３
期
東
成
瀬
村
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
」
に
つ
い
て
、
委
員
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
拝
聴
し
て
い
ま
す
。

次
期
介
護
保
険
計
画

　
令
和
５
年
度
は
、
第
８
期
介
護
保
険
計

画
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度

か
ら
次
期
３
か
年
に
わ
た
る
第
９
期
計
画

に
向
け
た
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
次
期
計
画
に
お
け
る
保
険
料
基
準

月
額
は
、
国
が
掲
げ
る
介
護
予
防
・
健
康

づ
く
り
施
策
の
充
実
等
を
踏
ま
え
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
量
を
推
計
し
て
算
定
し
た
結

果
、
今
期
と
同
額
の
６
２
０
０
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
拡
充

　
本
村
の
子
育
て
支
援
を
更
に
拡
充
す
る

た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
保
育
料
の
完
全

無
償
化
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
１
名
配
置
し
、
幼

児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
連
携
、
家
庭
教

育
や
育
児
相
談
等
を
総
合
的
に
担
っ
て
も

ら
う
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」の
機
能
を
併
せ
持
っ
た「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
担
当
課
内
に
設
置
し
、

出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
の
統
合

　
現
在
２
か
所
で
開
設
し
て
い
る
放
課
後

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童
数
の
減
少
を
受
け
、

保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
統
合
を
望
む
声
が
大
多
数
を
占
め

た
こ
と
を
受
け
、
４
月
１
日
か
ら
な
る
せ

児
童
館
１
か
所
で
開
設
す
る
こ
と
と
し
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
料
金

　
今
年
度
で
統
合
簡
易
水
道
事
業
が
全
て

完
了
し
管
理
事
業
へ
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
水
道
事
業
の
安
定
的
、
持
続
的
な

運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
水
道
料
金
の
改

定
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
水
道
料
金
は
平
成
16
年
度
か
ら
据
え

置
か
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
経

営
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
引
き
上

げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
改
定
額
は
、
令

和
６
年
度
に
策
定
す
る
経
営
戦
略
の
収
支

計
画
に
基
づ
き
算
定
を
行
う
こ
と
と
し
、

９
月
を
目
途
に
改
定
案
を
示
す
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

令
和
６
年
産
米
の
生
産
の
目
安

　
村
で
は
、
農
業
者
自
ら
の
経
営
判
断
に

よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
・
販
売
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う｢

生
産
の
目
安
」

を
設
定
し
て
お
り
、
令
和
６
年
産
米
の
生

産
の
目
安
は
、
１
月
10
日
に
防
災
情
報
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
た
農
業
再
生
協
議
会
総

会
に
お
い
て
、
前
年
並
み
の
１
０
９
３
ト

ン
、
作
付
の
目
安
率
59
・
４
％
と
決
定
し
、

２
月
上
旬
に
各
生
産
者
へ
通
知
し
ま
し
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金

の
実
績

　
令
和
５
年
度
の
経
営
所
得
安
定
対
策
等

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
村
全
体
で

３
２
３
４
万
円
余
り
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
訳
は
、
飼
料
用
米
関
係
で
は
２
７
１

４
万
円
、飼
料
作
物
関
係
で
１
３
１
万
円
、

村
指
定
振
興
作
物
出
荷
助
成
等
の
産
地
交

付
金
が
３
８
９
万
円
余
り
と
な
り
、
12
月

末
ま
で
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
の
生
産
拡
大
と
生
産
者

の
経
営
複
合
化
を
支
援
す
る
た
め
、
村
単

の
戦
略
作
物
作
付
推
進
交
付
金
制
度
に
よ

り
総
額
約
３
５
９
万
円
を
嵩
上
げ
交
付
し

て
い
ま
す
。

地
域
計
画
の
策
定

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に

よ
り
、
令
和
６
年
度
中
に
、
将
来
の
農
地

利
用
や
地
域
農
業
の
あ
り
方
を
明
確
に
す

る
「
地
域
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

伴
い
、
農
業
者
の
減
少
が
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
５
年
、
10
年
先
の
農
地

を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か
、
目
指

す
べ
き
地
域
農
業
の
あ
り
方
を
反
映
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
12
月
22
日
に
先
行
地
区
の
下

田
・
田
子
内
地
区
に
お
い
て
１
回
目
の
話

合
い
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
８
日
に
は
２

回
目
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

成
瀬
ダ
ム
事
業
関
連

　

今
冬
は
、
基
礎
処
理
工
の
施
工
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
政
府
原

案
に
お
い
て
約
１
９
１
億
円
の
予
算
が
示

さ
れ
、
引
き
続
き
本
体
工
事
や
取
水
放
流

設
備
工
事
、
管
理
設
備
工
事
等
の
進
捗
を

図
る
こ
と
と
し
、
４
月
以
降
に
は
管
理
庁

舎
建
築
工
事
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会

　
学
校
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
と
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
目

指
し
て
、
よ
り
組
織
的
か
つ
継
続
的
に
連

携
・
協
働
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

新
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
一
体
で
の
学
校

運
営
協
議
会
制
度
を
導
入
し
、
保
護
者
や

地
域
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
、
学
校
運

営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食

　
県
内
の
給
食
調
理
受
託
事
業
者
等
に
、

調
理
業
務
を
受
託
で
き
る
か
ど
う
か
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
可
能
で
あ

る
事
業
者
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
調
理

業
務
を
委
託
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
関
係

　
ふ
る
里
館
の
入
館
者
数
は
２
月
末
現
在

１
９
３
１
名
で
昨
年
と
比
べ
て
２
４
０
名

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
る
ご
と
自
然
館
の
入
館
者
数
は
２
４

９
１
名
で
、
昨
年
と
比
べ
て
７
６
１
名
減

少
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
ま
る
ご
と
自
然
館
で
秋

田
県
公
文
書
館
と
の
連
携
展
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
村
指
定
有
形
文
化
財
に

指
定
し
た
岩
井
川
神
社
の
銅
板
と
現
在
整

理
作
業
を
し
て
い
る
古
文
書
を
軸
と
し
た

展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ネ
ス
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会

　
２
月
24
日
、
25
日
の
２
日
間
、
ジ
ュ
ネ

ス
栗
駒
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ネ
ス

カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
外
の
選
手
を
含
め
延
べ

１
６
５
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
活
躍

　
小
学
校
で
は
、
第
42
回
全
国
児
童
画
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
６
年
の
伊
勢
谷
実

玖
さ
ん
が
入
選
し
て
お
り
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、
第
３
回
秋
田
県
短
詩
型

文
芸
大
会
、
詩
部
門
に
お
い
て
、
２
年
の

谷
藤
春
空
さ
ん
が
第
二
席
と
な
っ
た
ほ
か
、

12
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
第
46
回
秋
田
県
大
会
県
南
地

区
予
選
に
お
い
て
、
管
楽
５
重
奏
で
銅
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
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結
果
等
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
度
に
住
宅

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
今
後
の
方
針

等
を
示
し
、
当
該
用
地
利
用
の
た
め
の
測

量
設
計
等
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

秋
田
栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

　
ス
キ
ー
場
は
、
１
月
末
時
点
の
売
上
げ

は
前
年
よ
り
８
・
５
％
、
利
用
者
数
で

17
・
６
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
月

は
前
年
並
み
の
売
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
は
、
秋
田
県
や
村
の
宿
泊

助
成
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

12
月
の
売
上
げ
が
前
年
比
で
約
50
％
減
と

な
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
が
、
１
月
に
入
る
と
ス
キ
ー
合
宿
等

の
宿
泊
や
日
帰
り
の
利
用
も
増
加
し
、
若

干
で
は
あ
り
ま
す
が
前
年
を
上
回
る
売
上

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

　
今
年
度
、
内
閣
府
よ
り
採
択
を
受
け
て

実
施
し
て
い
た
「
地
域
へ
の
デ
ジ
タ
ル
実

装
促
進
に
向
け
た
計
画
策
定
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
約
半
年
間
に
渡
り
、
伴
走

支
援
を
受
け
な
が
ら
実
施
計
画
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
作
成
し
た
実
施
計
画
は
、
令
和
６
年
度

の
事
業
採
択
に
向
け
て
３
月
下
旬
に
採
択

結
果
が
出
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
実
装
を
計
画
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
の
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
や
そ
れ
ぞ
れ
住
民
が
必
要

と
す
る
情
報
を
配
信
す
る
セ
グ
メ
ン
ト
機

能
が
可
能
と
な
る
「
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ

る
ス
マ
ホ
役
場
」、
役
場
窓
口
で
の
証
明

書
等
の
発
行
に
必
要
な
申
請
書
へ
の
手
書

き
負
担
を
軽
減
さ
せ
る｢

書
か
な
い
窓
口｣

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
導
入
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
ほ
か
、

住
民
向
け
の
導
入
・
操
作
説
明
会
を
多
く

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
等
の
民
間
移
行

　
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
及
び
関
連
設
備

の
民
間
移
行
協
議
は
、
令
和
５
年
12
月
11

日
に
覚
書
を
締
結
し
、
第
三
者
交
渉
及
び

譲
渡
に
向
け
た
事
前
準
備
を
進
め
、
２
月

22
日
に
譲
渡
仮
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
民
間
移
行
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
財
産

処
分
の
承
認
を
い
た
だ
い
た
後
、
国
へ
の

財
産
処
分
の
届
出
、
各
種
占
用
の
承
継
手

続
等
を
行
い
、
３
月
下
旬
の
本
契
約
締
結
、

所
有
権
譲
渡
日
は
４
月
１
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

結
核
予
防
婦
人
会
役
員
研
修
会

　
12
月
21
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
結
核
予
防
婦
人
会
役
員
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
検
診
事
業
に

つ
い
て
の
報
告
と
来
年
度
の
協
力
内
容
を

確
認
す
る
と
と
も
に
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
運
営
協
議
会
・
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
２
月
15
日
、
介
護
保
険
と
国
民
健
康
保

険
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、

今
年
度
の
予
算
執
行
状
況
と
新
年
度
の
予

算
編
成
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
各
委
員
の
意
見
等
を
拝
聴

し
、
各
事
業
へ
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
健
全

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
は
、
現

在
、
年
度
内
の
策
定
を
進
め
て
い
る
「
第

３
期
東
成
瀬
村
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
」
に
つ
い
て
、
委
員
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
拝
聴
し
て
い
ま
す
。

次
期
介
護
保
険
計
画

　
令
和
５
年
度
は
、
第
８
期
介
護
保
険
計

画
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度

か
ら
次
期
３
か
年
に
わ
た
る
第
９
期
計
画

に
向
け
た
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
次
期
計
画
に
お
け
る
保
険
料
基
準

月
額
は
、
国
が
掲
げ
る
介
護
予
防
・
健
康

づ
く
り
施
策
の
充
実
等
を
踏
ま
え
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
量
を
推
計
し
て
算
定
し
た
結

果
、
今
期
と
同
額
の
６
２
０
０
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
拡
充

　
本
村
の
子
育
て
支
援
を
更
に
拡
充
す
る

た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
保
育
料
の
完
全

無
償
化
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
１
名
配
置
し
、
幼

児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
連
携
、
家
庭
教

育
や
育
児
相
談
等
を
総
合
的
に
担
っ
て
も

ら
う
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
の「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」の
機
能
を
併
せ
持
っ
た「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
担
当
課
内
に
設
置
し
、

出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
の
統
合

　
現
在
２
か
所
で
開
設
し
て
い
る
放
課
後

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童
数
の
減
少
を
受
け
、

保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
統
合
を
望
む
声
が
大
多
数
を
占
め

た
こ
と
を
受
け
、
４
月
１
日
か
ら
な
る
せ

児
童
館
１
か
所
で
開
設
す
る
こ
と
と
し
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
料
金

　
今
年
度
で
統
合
簡
易
水
道
事
業
が
全
て

完
了
し
管
理
事
業
へ
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
水
道
事
業
の
安
定
的
、
持
続
的
な

運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
水
道
料
金
の
改

定
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
水
道
料
金
は
平
成
16
年
度
か
ら
据
え

置
か
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
経

営
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
引
き
上

げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
改
定
額
は
、
令

和
６
年
度
に
策
定
す
る
経
営
戦
略
の
収
支

計
画
に
基
づ
き
算
定
を
行
う
こ
と
と
し
、

９
月
を
目
途
に
改
定
案
を
示
す
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

令
和
６
年
産
米
の
生
産
の
目
安

　
村
で
は
、
農
業
者
自
ら
の
経
営
判
断
に

よ
る
需
要
に
応
じ
た
生
産
・
販
売
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う｢

生
産
の
目
安
」

を
設
定
し
て
お
り
、
令
和
６
年
産
米
の
生

産
の
目
安
は
、
１
月
10
日
に
防
災
情
報
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
た
農
業
再
生
協
議
会
総

会
に
お
い
て
、
前
年
並
み
の
１
０
９
３
ト

ン
、
作
付
の
目
安
率
59
・
４
％
と
決
定
し
、

２
月
上
旬
に
各
生
産
者
へ
通
知
し
ま
し
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金

の
実
績

　
令
和
５
年
度
の
経
営
所
得
安
定
対
策
等

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
村
全
体
で

３
２
３
４
万
円
余
り
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
訳
は
、
飼
料
用
米
関
係
で
は
２
７
１

４
万
円
、飼
料
作
物
関
係
で
１
３
１
万
円
、

村
指
定
振
興
作
物
出
荷
助
成
等
の
産
地
交

付
金
が
３
８
９
万
円
余
り
と
な
り
、
12
月

末
ま
で
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
の
生
産
拡
大
と
生
産
者

の
経
営
複
合
化
を
支
援
す
る
た
め
、
村
単

の
戦
略
作
物
作
付
推
進
交
付
金
制
度
に
よ

り
総
額
約
３
５
９
万
円
を
嵩
上
げ
交
付
し

て
い
ま
す
。

地
域
計
画
の
策
定

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に

よ
り
、
令
和
６
年
度
中
に
、
将
来
の
農
地

利
用
や
地
域
農
業
の
あ
り
方
を
明
確
に
す

る
「
地
域
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

伴
い
、
農
業
者
の
減
少
が
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
５
年
、
10
年
先
の
農
地

を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か
、
目
指

す
べ
き
地
域
農
業
の
あ
り
方
を
反
映
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
12
月
22
日
に
先
行
地
区
の
下

田
・
田
子
内
地
区
に
お
い
て
１
回
目
の
話

合
い
を
行
っ
て
お
り
、
３
月
８
日
に
は
２

回
目
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

成
瀬
ダ
ム
事
業
関
連

　

今
冬
は
、
基
礎
処
理
工
の
施
工
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
政
府
原

案
に
お
い
て
約
１
９
１
億
円
の
予
算
が
示

さ
れ
、
引
き
続
き
本
体
工
事
や
取
水
放
流

設
備
工
事
、
管
理
設
備
工
事
等
の
進
捗
を

図
る
こ
と
と
し
、
４
月
以
降
に
は
管
理
庁

舎
建
築
工
事
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会

　
学
校
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
と
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
目

指
し
て
、
よ
り
組
織
的
か
つ
継
続
的
に
連

携
・
協
働
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

新
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
一
体
で
の
学
校

運
営
協
議
会
制
度
を
導
入
し
、
保
護
者
や

地
域
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
、
学
校
運

営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食

　
県
内
の
給
食
調
理
受
託
事
業
者
等
に
、

調
理
業
務
を
受
託
で
き
る
か
ど
う
か
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
可
能
で
あ

る
事
業
者
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
調
理

業
務
を
委
託
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
関
係

　
ふ
る
里
館
の
入
館
者
数
は
２
月
末
現
在

１
９
３
１
名
で
昨
年
と
比
べ
て
２
４
０
名

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
る
ご
と
自
然
館
の
入
館
者
数
は
２
４

９
１
名
で
、
昨
年
と
比
べ
て
７
６
１
名
減

少
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
ま
る
ご
と
自
然
館
で
秋

田
県
公
文
書
館
と
の
連
携
展
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
村
指
定
有
形
文
化
財
に

指
定
し
た
岩
井
川
神
社
の
銅
板
と
現
在
整

理
作
業
を
し
て
い
る
古
文
書
を
軸
と
し
た

展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ネ
ス
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会

　
２
月
24
日
、
25
日
の
２
日
間
、
ジ
ュ
ネ

ス
栗
駒
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
ジ
ュ
ネ
ス

カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
外
の
選
手
を
含
め
延
べ

１
６
５
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
活
躍

　
小
学
校
で
は
、
第
42
回
全
国
児
童
画
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
６
年
の
伊
勢
谷
実

玖
さ
ん
が
入
選
し
て
お
り
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、
第
３
回
秋
田
県
短
詩
型

文
芸
大
会
、
詩
部
門
に
お
い
て
、
２
年
の

谷
藤
春
空
さ
ん
が
第
二
席
と
な
っ
た
ほ
か
、

12
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
第
46
回
秋
田
県
大
会
県
南
地

区
予
選
に
お
い
て
、
管
楽
５
重
奏
で
銅
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
報
告
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マイ
ナンバー
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

転
出
手
続
き
が
で
き
ま
す
！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
て
い

る
方
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
）
で
転
出
の
手
続
き
が
可
能
で
す
。

◆
転
出
手
続
き
の
順
序

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ア
ク
セ
ス

②
届
出
情
報
等
の
入
力

③
電
子
署
名
＆
送
信

④
手
続
き
完
了

◆
準
備
す
る
も
の

・
電
子
証
明
書
（
暗
証
番
号
）
が
有
効
な

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ア
ク
セ
ス
す
る
端

末
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
）

・
連
絡
先
電
話
番
号

・
新
し
い
住
所

◆
注
意
事
項

・
原
則
、
転
出
元
（
引
っ
越
し
前
）
の
市

区
町
村
窓
口
へ
の
来
庁
が
不
要
と
な
り

ま
す
が
、
関
係
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
転
出
の
手
続
き
を

し
た
後
は
、
別
途
、
転
入
先
（
引
っ
越

し
後
）
の
市
区
町
村
窓
口
で
転
入
届
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

　
　
ル　
☎
０
１
２
０
95
０
１
７
８

国民健康保険の異動届けはお済みですか？国保

　３月から４月は、引っ越しや就職などに伴い、健康保険の異動が多い時期です。
　就職して国民健康保険から社会保険に加入した場合などは、健康保険の異動の手続きをする必要があり
ます。この手続きを忘れていると、引き続き国保税が課税されてしまうためご注意ください。
　異動があった日から14日以内に届け出をしましょう。
　手続きの際は、役場窓口までお越しください。

転入してきたとき

職場の健康保険などをやめたとき

職場の健康保険などの被扶養者でなく
なったとき

転出するとき

職場の健康保険などに加入したとき
※2

職場の健康保険などの被扶養者になっ
たとき　※2

村内で住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

保険証をなくしたり、汚れて使えなく
なったりしたとき

進学のため、子どもが村外に住むとき

 他市区町村からの転出証明書

健康保険資格喪失証明書　※1

健康保険資格喪失証明書　※1

国民健康保険の保険証

国保と職場の健康保険の両方の保険証
（職場の保険証がまだ交付されていない
ときは、健康保険資格取得証明書（※1））

国民健康保険の保険証

国民健康保険の保険証、在学証明書等

 

 

  

 

 

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他

届け出が必要なとき 届け出に必要なもの

問　民生課　☎４７―３４０３（４月１日以降は住民生活課）

　※１　職場に発行を依頼してください。
　※２　職場で加入する健康保険は、資格を取得し保険証が交付されるまで２、３週間かかる場合があ

ります。この間に国民健康保険証を使って医療機関にかかると、後日自己負担以外の保険給付
（年齢により医療費の７から９割）を村に返還し、その分を社会保険へ請求することとなりま
すのでご注意ください。

▲デジタル庁
　ホームページ

役場からのお知らせ
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　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改定されることになっており、令和６年
度から保険料率が変更されます。所得が一定以下の世帯の方に適用される保険料の軽減措
置についても変更されます。改定後の保険料率に基づく保険料額は、７月中旬頃に通知す
る予定です。

令和６年度から後期高齢者医療の保険料率が変わります後期
高齢

 

均等割額　　　44,310円    

所得割率　　　 8.27％     
  

年間保険料額
（限度額 80万円） ※1
100 円未満切捨て

均等割額
被保険者一人当たり

45,260 円

所得割額
（総所得金額等 －43 万円）
×9.02％（所得割率） ※2

＝ ＋

令和５年度まで
均等割額　　　45,260円
所得割率　　　　9.02％

令和６年度から

◆令和６年度以降の保険料の構成

◆保険料率の改定

◆均等割額の軽減措置

43 万円＋（給与・年金所得者等の数－１）×10万円
43万円＋（給与・年金所得者等の数－１）×10万円
＋29万５千円×世帯の被保険者数
43万円＋（給与・年金所得者等の数－１）×10万円
＋54万５千円×世帯の被保険者数
後期高齢者医療制度加入前に被用者保険の被扶養者であった方のうち
上記計算で 2割・5割軽減以外の方（制度加入後２年間のみ適用）

世帯主及び被保険者の総所得金額等が下記の基準を超えない世帯 軽減割合 均等割額
７割

５割

２割

５割

13,578 円

22,630 円

36,208 円

22,630 円

※１令和６年度に限り、次の方には73万円の賦課限度額が適用されます。
・令和６年３月31日までに75歳を迎えた方
・令和７年３月31日以前に障害認定を受けて被保険者となった方
※２令和６年度に限り、令和５年の基礎控除後の総所得金額等が58万円を超えない被保険者の所得割率
　は8.35％が適用されます。

※給与・年金所得者等とは、次のいずれかを満たす方です。
・一定の給与収入が55万円を超える方
・公的年金等の収入金額が、65歳未満で60万円を超える方または65歳以上で125万円を超える方

　２年ごとに改定される保険料率は、秋田県後期高齢者医療広域連合が決定しています。保険料率
改定に関する問い合わせは、広域連合で受け付けています。
問　秋田県後期高齢者医療広域連合業務課　☎０１８－８５３－７１５５

◆
マ
ル
福
カ
ー
ド
の
対
象
区
分
が「
７
３
」

か
ら
始
ま
る
方

 

３
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
方
を

対
象
に
、
４
月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い

マ
ル
福
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
て
い
る
の
で
、

届
き
次
第
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
有

効
期
限
を
過
ぎ
た
マ
ル
福
カ
ー
ド
は
、
役

場
民
生
課
に
お
返
し
い
た
だ
く
か
破
棄
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
対
象
者　
重
度
心
身
障
害
（
児
）
者

・
受
給
資
格　
74
歳
以
下
で
身
体
障
害
者

手
帳
（
１
級
〜
３
級
）
所
持
者
ま
た
は

療
育
手
帳
（
Ａ
）
所
持
者

※

健
康
保
険
証
が
「
社
会
保
険
各
法
の
本

人
」
の
場
合
、
所
得
制
限
に
よ
り
該
当

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
マ
ル
福
カ
ー
ド
の
対
象
区
分
が「
７
４
」

「
８
１
」か
ら
始
ま
る
方
の
う
ち
、
今
年

度
末
で
中
学
校
卒
業
を
迎
え
る
方

　
マ
ル
福
の
対
象
者
が
、
高
校
生
等
ま
で

拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
４
月
以
降
の
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
個
別
に
お
送
り
し
て
い
る
通

知
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　
民
生
課　
☎
47
３
４
０
３

　
　
（
４
月
１
日
以
降
は
住
民
生
活
課
）

児童
福祉
マ
ル
福
カ
ー
ド
の

　
　
更
新
に
つ
い
て

information
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３
月
６
日
、
高
校
進
学
を
控
え
た
東
成

瀬
中
３
年
生
を
対
象
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
や
正
し
く
利
用
す
る

ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
議
論
し
な
が
ら
、
知
識
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

問　
教
育
委
員
会
☎
47
３
４
１
５

６
年
産
米
の
適
切
な
種
子
消
毒
の
実
施
に
つ
い
て

　
種
子
伝
染
性
の
病
害
（
い
も
ち
病
、
ば

か
苗
病
等
）
は
、
種
子
消
毒
に
よ
り
防
除

し
ま
す
が
、
処
理
方
法
や
水
温
の
管
理
、

水
の
交
換
等
を
適
切
に
行
い
、
防
除
効
果

を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
留
意
し
管
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

◆
浸
種
水
温
は
、
10
〜
15
℃
で
防
除
効
果

が
高
い
の
で
、
10
℃
の
水
温
が
確
保
で

き
る
４
月
上
旬
頃
を
目
安
に
浸
種
を
開

始
す
る
。

◆
浸
種
持
の
水
量
は
、種
子
１
㎏
に
対
し
、

水
約
３
・
５
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

◆
浸
種
期
間
は
、
浸
種
水
温
10
℃
で
６
〜

８
日
、
14
℃
で
６
日
程
度
と
し
、
薬
効

を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
水
の
交
換
は
２

〜
３
回
と
す
る
。
浸
種
は
、
水
道
水
や

井
戸
水
を
用
い
て
水
槽
で
行
い
、
温
度

管
理
で
き
て
い
な
い
河
川
、
湖
沼
の
水

は
使
用
し
な
い
。
外
気
温
が
平
年
を
大

き
く
下
回
る
場
合
は
、
水
槽
の
温
度
を

一
定
に
保
つ
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
塗
沫
法
及
び
湿
粉
衣
法
は
、
種
子
表
面

に
付
着
し
た
薬
剤
が
浸
種
後
、
水
に
溶

け
出
し
、
種
子
周
囲
の
薬
剤
濃
度
が
高

ま
っ
た
状
態
で
消
毒
効
果
が
発
揮
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
浸
種
開
始
後
２
日
間

は
種
子
袋
を
ゆ
す
っ
た
り
、
水
の
か
け

流
し
、
循
環
や
水
の
交
換
は
し
な
い
。

農業

健康
づくり

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！　

　
春
に
向
け
て
、
健
康
保
持
・
増
進
の
た

め
に
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組
む
方
を
応

援
し
ま
す
。
貸
出
し
要
件
を
満
た
し
た
方

に
対
し
、
万
歩
計
、
自
動
血
圧
計
、
体
重

計
（
体
組
成
計
機
能
付
）
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
ひ
と
つ
を
無
料
で
貸
出
し
し
ま
す
。

体
重
増
加
が
気
に
な
る
方
、
血
圧
が
高
い

と
言
わ
れ
る
方
な
ど
、
健
康
管
理
で
お
悩

み
の
方
は
是
非
事
業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
が
始
ま
る
前
に
、
ご
自
身
の
健

康
状
態
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
貸
出
し
要
件

・
定
期
的
に
各
種
健
診
を
受
診
し
て
い
る

こ
と

・
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
、
目
標
を

決
め
て
３
か
月
以
上
継
続
し
て
使
用
す

る
意
欲
が
あ
る
こ
と

健
康
管
理
応
援
事
業
の
ご
案
内

防
除
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
浸
種
の
ポ
イ
ン
ト

◆
申
込
み
方
法
等　

・
保
健
師
と
面
談
し
目
標
を
設
定
後
、
事

業
参
加
申
請
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・
貸
出
し
期
間
中
は
定
期
的
に
記
録
し
、

保
健
師
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※

目
標
を
達
成
し
た
方
は
、
貸
出
し
機
器

を
継
続
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
！

ご
自
身
・
家
族
の
心
身
の
困
り
ご
と
に
つ

い
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
最
近
体
調
が
悪
い
け
れ
ど
受
診
先
が
わ

か
ら
な
い
、
家
族
が
高
齢
で
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
き
た
、
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い

る
な
ど
、
心
身
の
不
調
や
悩
み
に
つ
い
て

保
健
師
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
心
身

の
困
り
ご
と
解
決
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問　
民
生
課　
保
健
師
☎
47
３
４
０
５

　
（
４
月
１
日
以
降
は
健
康
福
祉
課

　
　
☎
47
３
４
１
０
）

子育て世代包括支援センター
　子育て世代包括支援センターで
は、妊娠（不妊）、出産、子育てに関する相
談会を次のとおり開催します。
◆日時　４月 10日（水）、 24 日（水）
　　　　午前 10時から正午まで
◆場所　防災情報センター１階
※上記以外でも随時相談を受け付けています。
問　子育て世代包括支援センター
　　☎４７－３４０５
　　（４月 1日以降は☎４７－３４１０）

相談

子育て支援金（入学祝い金）
を支給します

　村では、小、中、高校入学を迎えるお子さ
んの健やかな成長を願い、保護者の皆さまに
子育て支援金を支給しています。（高校生は
平成20年４月２日から平成21年４月１日生
まれが対象です。）
　対象者にはお知らせを送付していますので、
受給を希望される方は、３月25日（月）まで
申請書を民生課にご提出ください。
問　民生課　☎４７－３４０５

◆
末
消
毒
種
子
は
、
吹
き
付
け
・
塗
沫
済

み
種
子
と
同
じ
容
器
で
同
時
に
浸
種
や

催
芽
し
な
い
。

◆
複
数
の
品
種
や
来
歴
、
防
除
方
法
の
異

な
る
種
子
を
同
じ
容
器
で
同
時
に
浸
種

や
催
芽
を
し
な
い
。

問　
農
業
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
47
３
４
０
６

中
学
生
向
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座
を

開
催
し
ま
し
た

児童
福祉

役場からのお知らせinformation
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合
言
葉
は

「
サ
ッ
カ
ー
で
学
べ
！
」

　
講
師
は
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
佐
藤
コ
ー

チ
で
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
元
気
に
身
体
を

動
か
し
て
遊
べ
る
よ
う
、
毎
年
こ
の
時
季

に
５
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
佐
藤
コ
ー
チ

が
実
践
す
る
、
主
体
性
と
社
会
性
の
育
ち

に
つ
な
が
る
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
大
き
く
導
く
、
大
変
有
意
義
な
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
15
日
に
年
長
さ
ん
最
後
の
晴
れ
舞

台
と
な
る
、
卒
園
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

ボ
ー
ル
遊
び
教
室
で
汗
を
流
す

祝
卒
園
!

自
分
が
好
き
！

　

友
だ
ち
が
好
き
！

　
　

東
成
瀬
が
好
き
！

　
令
和
５
年
度
も
、
講
師
に
佐
藤
悠
樹
さ

ん
（
秋
田
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
キ
ッ
ズ
委
員

会
県
南
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ナ
ー
）
を
お
招
き
し
、
虎
の
穴
（
放
課
後

子
ど
も
教
室
）
で
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を

全
６
回
開
催
し
ま
し
た
。
低
学
年
の
う
ち

か
ら
色
々
な
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
事
は
球
技

全
般
を
や
る
う
え
で
大
切
と
言
わ
れ
て
お

り
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
で
遊
び
な
が
ら
、
自

然
と
運
動
全
般
に
必
要
な
７
つ
の
要
素

（
リ
ズ
ム
、
能
力
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
変

換
能
力
、
反
応
能
力
、
連
結
能
力
、
定
位

ア
ス
リ
ー
ト
タ
イ
ム

▲ボールをキャッチ

▲しっかり挨拶 ▲大きな円になって ▲おなかでボール

▲ユーモア溢れる佐藤コーチ▲意欲的に参加する４・５歳児

▲リングめがけてジャンプ

能
力
、
識
別
能
力
）
を
養
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
サ
ッ
カ
ー
（
ボ
ー
ル
遊
び
）
を
通

じ
て
仲
間
と
協
力
す
る
力
な
ど
、
様
々
な

学
び
の
場
に
な
る
よ
う
考
え
ら
れ
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
達
は
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
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祝 卒業　東成瀬小学校卒業式 3月15日

 

２
月
27
日
、
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ

ツ
の
元
田
大
陽
選
手
を
講
師
に
迎
え
て
、

６
年
生
を
対
象
と
し
た
夢
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
元
田
選
手
は
、
現
在
東
海
大
学

の
４
年
生
で
す
が
、
プ
ロ
の
試
合
に
出
場

で
き
る
特
別
指
定
選
手
と
し
て
チ
ー
ム
に

所
属
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
元
田
選
手
が
来
校
す

る
の
を
楽
し
み
し
て
お
り
、
特
に
バ
ス
ケ

ッ
ト
が
好
き
な
子
ど
も
た
ち
は
、
玄
関
で

今
か
今
か
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
元
田
選
手
は
、
結
果
だ
け
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

話
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。

夢
の
実
現
に
向
け
て

　
３
月
１
日
、
６
年
生
を
送
る
会
を
行
い

ま
し
た
。
５
年
生
が
、
お
世
話
に
な
っ
た

６
年
生
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
全
校

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
と
計
画
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
場
時
の
６
年
生
一
人
ひ
と
り
の
紹
介
、

縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
の
伝
言
ゲ
ー
ム
や
６

年
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
６
年
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、

楽
し
く
温
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
６
年

生
か
ら
は
、
合
奏
発
表
の
ほ
か
、
在
校
生

に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
し
お
り
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
お
世
話
に
な
っ
た
６
年
生
と
、

ま
た
一
つ
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

６
年
生
の
皆
さ
ん
へ

　
　

感
謝
を
伝
え
よ
う

夢
い
っ
ぱ
い　

か
し
こ
く

や
さ
し
く　

た
く
ま
し
く
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２
月
22
日
、
３
年
生
が
卒
業
バ
イ
キ
ン

グ
が
あ
り
、
生
徒
は
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
を

選
ん
で
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

祝 卒業　東成瀬中学校卒業式 3月9日

大
満
足

　

バ
イ
キ
ン
グ
給
食　

　
２
月
29
日
に
今
年
度
末
の
生
徒
総
会
が

開
か
れ
、
今
年
度
の
各
委
員
会
の
反
省
と

来
年
度
へ
の
要
望
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
生
か
ら
は
１
、
２
年
生
へ
参
考
に
な

る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
７
日
に
は
１
、
２
年
生
が

主
催
し
た
３
年
生
を
送
る
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
題
内
容
を
工
夫
し
た
ク
イ
ズ
を

出
し
た
り
、
新
し
く
導
入
さ
れ
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
使
っ
て
各
グ
ル
ー
プ
の
答
え
を

表
示
し
た
り
、
全
校
生
徒
が
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

生
徒
総
会
・

　

３
年
生
を
送
る
会

生
き
生
き
東
中
生
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２
月
28
日
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る

る
ん
に
お
い
て
第
５
回
成
果
報
告
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
方

が
参
加
し
、
周
辺
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
支
援
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
、
ス
マ

ホ
教
室
な
ど
各
事
業
の
紹
介
や
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
新
た
な
試
み

と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
、

「
Ｉ
Ｔ
で
東
成
瀬
村
を
豊
か
に
す
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
参
加
者
か
ら
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
企
画
と
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
秋
田
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
表
彰
に
お
い
て
、
東
成
瀬
村

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
佐
々
木
勇

雄
会
長
（
蛭
川
）
と
谷
藤
秀
子
委
員
（
岩

井
川
）
が
国
保
事
業
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
長
き
に
わ
た
り
、
村
国
保
運

営
協
議
会
の
委
員
と
し
て
国
保
事
業
の
充

実
や
地
域
住
民
の
健
康
と
福
祉
の
た
め
に

ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
県
消
防
協
会
湯
沢
市
雄
勝
郡
支
部

が
主
催
す
る
火
災
予
防
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

に
お
い
て
、
東
成
瀬
小
学
校
５
年
生
の
平

良
亮
汰
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
、
４
年
生
の

鏡
凛
人
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
（
平
良
亮
汰
さ
ん
）

「
あ
せ
ら
ず
ひ
な
ん　
自
分
の
命

　
み
ん
な
の
命
大
切
に
」

優
秀
賞
（
鏡
凛
人
さ
ん
）

「
火
の
用
心　
み
ん
な
を
守
る

　
心
が
け
」

秋
田
県
春
の
火
災
予
防
運
動

　
４
月
７
日
（
日
）
か
ら
13
日
（
土
）
ま
で

第
５
回

　

な
る
テ
ッ
ク
成
果
報
告
会

功
績
を
た
た
え
て

国
保
事
業
功
労
者
表
彰

防
火
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

平
良
さ
ん
最
優
秀
賞
受
賞
！

『噴怨鬼』
高橋　克彦　／　文藝春秋

『6さいのきみへ』
佐々木　正美　文　／　小学館

　時は平安。都では伴大納言が
鬼の姿で疾病を撒き散らすと予
言。大納言の鬼と相見えた陰陽
師の弓削是雄は、更に強大で邪
悪な鬼の存在に気づく。鬼を封
じるため是雄は仲間と蝦夷の地
へと赴く。

おらほの図書館

４月の休館日　7日（日）　21日（日）
　　　　　　 29日（祝）　
おはなし会　　6日（土）　10：30～

～おしらせ～

@NaruseLibrary

なるせ
児童館 図書室きてたんせきてたんせ

本のご予約承ります。 ☎ 38－8711まで

　きみは6さい。かぞくの
たからものー。子どもが少
しずつ成長してきた6年間
は、お父さん、お母さんも
一緒に頑張ってきた証し。
誕生日に卒園・入学のお祝
いにぴったりの絵本。

（旧ツイッター）

やってます。やってます。

▲最優秀賞を受賞した平良さん（右）

122024.３ 広報　ひがしなるせ

ここは、みなさんが主人公になるコーナーです。
情報お待ちしていますっ！



永
山
　
和
宏

な
が
や
ま
　
か
ず
ひ
ろ

髙橋　夏奈　たかはし　かな

特技　フルート演奏
前職　青年海外協力隊
　現在、小学校の特別支援員として活動して
います。前職での海外生活で培った語学力や
コミュニケーションスキルを今後に活かして
いきたいです。

直接雇用隊員

３月１日、地域おこし協力隊１名が新たに着任しました。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
隊
員
数

（
令
和
６
年
３
月
１
日
時
点
）

・
村
が
直
接
雇
用
す
る
隊
員　
７
名

・
民
間
連
携
隊
員　
54
名

・
委
嘱
隊
員　
３
名

はたけやま　ゆい

畠山　結衣

▲商品ロゴ
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地
域
お
こ
し

協
力
隊

活
動
日
記

ここは、みなさんが主人公になるコーナーです。
情報お待ちしていますっ！

　現在、村内で採取したハチミツを販売するた
め、パッケージデザインやサイト掲載の準備を
行っています。ふるさと納税の返礼品として出
品し、村を全国にPRすることで、豊かな村づ
くりに貢献したいと考えています。今春からは
農業部門として稲作を始める予定で、村民の方
から多くのことを学びたいと思っていますの
で、色々と教えていただけると嬉しいです。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
最
後
の
年

で
あ
る
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
私
は
現

在
、
主
に
村
の
温
泉
水
を
活
用
し
た
ス
キ

ン
ケ
ア
の
開
発
、
事
業
（
な
る
テ
ッ
ク
の

子
会
社
）
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

「
美
容
の
お
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

て
も
村
外
、
県
外
に
行
か
な
い
と
い
け
な

い
」
と
い
う
方
に
向
け
た
雇
用
機
会
の
提

供
、
ま
た
、
村
の
魅
力
的
な
自
然
を
活
用

し
た
資
源
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
乾
燥
し
や
す
く
敏
感
肌
で
、
肌

ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ん
だ
こ
と
が
原
因
で
精
神

的
な
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
た
経
験
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
状
態
を
改
善
し
、

「
憧
れ
の
女
優
さ
ん
の
様
な
肌
に
な
り
た

い
！
」
と
思
っ
た
た
め
、
勉
強
し
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
、
肌
の
質
を
改
善
し

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
ス
ト
レ
ス
も
減

り
、
気
持
ち
も
明
る
く
な
っ
た
た
め
、
自

信
が
溢
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
努
力

を
す
れ
ば
理
想
の
自
分
に
な
れ
る
こ
と

や
、
自
分
の
人
生
は
自
分
で
作
れ
る
と
気

づ
き
、
人
生
が
好
転
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
、
私
は
事
業

を
通
し
て
肌
悩
み
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
悩
み

に
寄
り
添
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
外

見
や
精
神
的
な
面
を
同
時
に
磨
い
て
い
く

こ
と
で
自
信
が
湧
き
、
自
分
の
こ
と
が
好

き
に
な
り
、
自
分
の
こ
と
を
大
切
に
思
え

る
よ
う
な
商
品
を
開
発
し
た
い
で
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
自
身
に
対
す
る
愛

情
が
周
り
の
誰
か
を
包
ん
で
い
く
、
と
い

う
愛
情
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。



　
今
年
の
冬
は
降
雪
が
少
な
い
状
況
で
す
が
、
ダ
ム
工
事
現
場
内
に
は
ま
だ

積
雪
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
４
月
か
ら
の
ダ
ム
堤
体
工
事
の
再
開
に
向
け

て
、
工
事
施
工
区
域
内
の
除
雪
を
行
い
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
工
事
再
開
に
向
け
て

　
　
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
！

▲監査廊内の安全パトロール実施状況

▲ 安全パトロール後のミーティング状況

　
冬
期
間
も
ダ
ム
堤
体
の
中
で
は
基
礎
処
理
工
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

工
事
現
場
の
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
発
注
者
と
受
注
者
が
合
同
で
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
施
工
箇
所
は
ダ
ム
堤
体
監
査
廊
内
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
施
工
と
な
り
、
十
分
な
安
全
管

理
が
必
要
で
す
。

　

引
き
続
き
工
事
事
故
防
止
に
努
め
、
早
期
の
工
事
完
成
を
目
指
し
ま

す
。

工
事
現
場
の

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
！

製造プラント周辺の状況（２月19日時点）

ダム堤体下流から見た状況（２月29日時点）
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♦成瀬ダム情報♦



最
近
よ
く
聞
か
れ
る

「
成
瀬
ダ
ム
は
い
つ
で
き
る
の
」

「
ま
た
、
成
瀬
ダ
ム
や
っ
て
る

よ
！
」
と
妻
の
声
。

　
い
つ
だ
っ
た
か
「
東
成
瀬
村
が

出
て
る
」
の
声
に
、
テ
レ
ビ
の
前

に
急
ぐ
も
、
既
に
村
の
話
題
は
他

に
移
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
も

「
ダ
ム
の
話
題
」
だ
っ
た
。
「
成

瀬
ダ
ム
」
と
ウ
ェ
ブ
を
検
索
。
そ

う
す
る
と
か
な
り
の
数
が
ヒ
ッ
ト

す
る
。
ダ
ム
建
設
に
導
入
さ
れ
て

い
る
「
世
界
初
の
技
術
・
自
動
化

施
工
シ
ス
テ
ム
（
ク
ワ
ッ
ド
ア
ク

セ
ル
）
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
今
朝
の
テ
レ
ビ
は
、
時
間
を
十

分
に
割
い
て
「
成
瀬
ダ
ム
」
を
取

り
上
げ
て
い
た
。
鹿
島
建
設
が
進

め
る
「
成
瀬
ダ
ム
」
の
建
設
現

場
。
稼
働
す
る
ブ
ル
や
ダ
ン
プ
が

映
し
出
さ
れ
た
。
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ

さ
れ
た
運
転
席
に
人
の
姿
が
な

い
。
無
人
運
転
だ
け
な
ら
ば
、
飛

躍
的
な
進
化
を
遂
げ
る
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
く

も
な
い
が
。
そ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

も
現
場
に
い
な
い
と
な
る
と
事
は

違
っ
て
く
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は

現
場
か
ら
遠
く
離
れ
た
神
奈
川
・

小
田
原
市
の
管
制
室
に
い
る
と
い

う
。
し
か
も
、
最
大
14
台
の
建
設

機
械
を
た
っ
た
３
人
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
か
ら
、
驚
き

は
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
ゆ

く
。

　
自
動
化
施
工
シ
ス
テ
ム
は
「
建

設
機
械
の
自
動
化
」
に
と
ど
ま
ら

ず
に
、
建
設
に
関
わ
る
「
働
き
手

や
熟
練
労
働
者
不
足
」
の
問
題
、

現
場
の
「
負
担
軽
減
」
や
「
安
全

性
向
上
」
に
つ
な
げ
る
狙
い
も
あ

る
と
い
う
。
成
瀬
ダ
ム
は
、
そ
の

施
工
シ
ス
テ
ム
に
限
ら
ず
、
ダ
ム

の
特
徴
で
あ
る
水
を
せ
き
止
め
る

堤
体
も
話
題
を
集
め
る
。
「
台
形

Ｃ
Ｓ
Ｇ
」
と
呼
ば
れ
る
堤
体
は
、

日
本
が
生
み
出
し
た
最
新
の
ダ
ム

形
式
だ
そ
う
だ
。
現
地
発
生
の
石

や
砂
れ
き
を
基
材
に
セ
メ
ン
ト
と

水
を
混
ぜ
、
そ
の
名
の
と
お
り
、

堤
体
の
断
面
を
上
流
も
下
流
も
同

様
の
勾
配
（
台
形
）
に
し
た
工
法

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
従
来
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
法
に
比
べ
、
無
駄

の
少
な
い
、
コ
ス
ト
と
工
期
の
大

幅
な
カ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
と
。
な

に
よ
り
、
環
境
（
自
然
）
に
配
慮

し
た
や
さ
し
い
工
法
で
あ
る
ら
し

い
。

「
成
瀬
ダ
ム
は
い
つ
で
き
る

の
」
。
最
近
よ
く
聞
か
れ
る
。
話

題
多
き
成
瀬
ダ
ム
。
そ
の
中
味
を

リ
ア
ル
に
伝
え
ら
れ
な
い
も
ど
か

し
さ
が
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

知
り
得
た
生
半
可
な
知
識
で
は
説

得
力
に
欠
け
る
が
、
そ
れ
で
も

「
故
郷
」
の
話
題
を
振
ら
れ
る
こ

と
は
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
、

も
っ
と
、
も
っ
と
聞
か
れ
る
と
思

う
。
常
々
、
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ

た
ら
と
思
う
の
だ
が
。ｔ

ｏ
ｋ
ｏ　

ふるさとへの便り
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村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

◆�

住
所　
東
成
瀬
村
田
子
内
字
二
階
野

　
１
６
５
番
地
（
平
良
地
区
）

◆
募
集
戸
数　
１
戸
（
５
号
棟
Ａ
）

◆
応
募
期
間　
３
月
27
日
（
水
）
ま
で

◆
規
格　
木
造
平
屋
建
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

床
面
積
73
・
６
㎡

◆
入
居
資
格

・�

令
和
４
年
中
平
均
月
収
が
一
般
世
帯
は

１
５
８
０
０
０
円
以
下
、
高
齢
者
・
子

育
て
中
な
ど
の
世
帯
は
２
１
４
０
０
０

円
以
下
で
あ
る
こ
と(

控
除
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。)

・�

原
則
と
し
て
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る
こ
と
。

・
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

・
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

◆�

申
込
み
方
法　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
建
設
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
書

類
を
添
付
の
う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問　
建
設
課　
☎
㊼
３
４
０
８

災
害
に
備
え
て
日
頃
か
ら
対
策
し
ま

し
ょ
う

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

取
り
組
む
「
自
助
」、地
域
や
身
近
に
い
る

人
同
士
が
助
け
合
っ
て
取
り
組
む
「
共

助
」、国
県
や
村
が
取
り
組
む
「
公
助
」
が

重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
意
識
を
持

ち
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
の
安
全
を

守
る
「
自
助
」
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
災

害
発
生
時
は
、
自
分
が
無
事
で
あ
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
災

害
に
備
え
、
家
の
安
全
対
策
を
行
い
、
水

や
食
料
な
ど
を
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

食
料
・
飲
料
な
ど
の
備
蓄
は
十
分
で
す

か
？

　
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
止
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
普
段

か
ら
飲
料
水
や
保
存
の
効
く
食
料
な
ど
を

備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
防
災
の
た
め

に
特
別
な
も
の
を
用
意
す
る
の
で
は
な

く
、
で
き
る
だ
け
普
段
の
生
活
の
中
で
利

用
さ
れ
て
い
る
食
品
等
を
備
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

非
常
用
持
出
バ
ッ
グ
の
準
備
は
で
き
て
い

ま
す
か
？

　
自
宅
が
被
災
し
た
場
合
、
安
全
な
場
所

に
避
難
し
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
非
常
に
持
ち
出
す
べ
き
も
の
を
あ
ら
か

じ
め
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等
に
詰
め
て
お

き
、
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
災
害
時
持
出
品
リ
ス
ト

・�

携
帯
用
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
ℓ
を
３

日
分
）、
食
料
（
１
人
３
日
分
）

・
救
急
用
品

（
絆
創
膏
、
消
毒
液
、
包
帯
な
ど
）

・
衣
類
（
着
替
え
、
下
着
な
ど
）

・�

常
備
薬
、
お
く
す
り
手
帳
、
乳
児
が
必

要
な
家
庭
は
ミ
ル
ク
、
紙
オ
ム
ツ
な
ど

・
貴
重
品
（
現
金
な
ど
）

・�

そ
の
他
（
懐
中
電
灯
、携
帯
ラ
ジ
オ
、予

備
電
池
、
携
帯
電
話
の
充
電
器
、
毛
布
、

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
）

問　
民
生
課　
☎
㊼
３
４
０
３

　
（
４
月
１
日
以
降
は
総
務
課　

　
☎
㊼
３
４
０
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
奨
学
金
制
度

　
全
国
母
子
寡
婦
福
祉
団
体
協
議
会
（
以

下
、全
母
子
協
）
で
は
、次
の
と
お
り
「
夢

を
応
援
基
金
『
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
奨
学

金
制
度
』（
令
和
６
年
度
）」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

自立相談支援事業
東成瀬村巡回相談
日時　４月９日（火）
　　　10：00～ 12：00
場所　東成瀬村国保診療所
　　　相談室
問　秋田県南福祉事務所
　　企画福祉課
　☎０１８２－３２－３２９４

４月の心の健康相談
開催日　４月８、22日（月）
時　間　9：30～ 11：30
場　所　東成瀬村国保診療所
　　　　相談室
担　当　東成瀬村のぞみの会
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◆
奨
学
金　
月
額
３
万
円

（
返
還
不
要
、
他
の
奨
学
金
と
の
併
用

可
）

◆�

対
象　
全
国
の
中
学
３
年
生
、
高
等
学

校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

　
（
令
和
６
年
４
月
時
点
）

◆
応
募
資
格

・�

ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
り
就
学
に
関
し
て

経
済
的
に
困
難
な
生
徒

・�

全
母
子
協
の
会
員
及
び
入
会
を
希
望
さ

れ
る
方
の
子
ど
も

・�

会
員
登
録
し
て
い
る
団
体
及
び
入
会
を

希
望
さ
れ
る
団
体
代
表
者
の
推
薦
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も

◆
必
要
書
類　

・�

申
込
み
用
紙
（
全
母
子
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
全
母
子
協
加

盟
団
体
に
依
頼
し
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。）

・�

収
入
に
関
す
る
証
明
書
や
在
学
証
明
書

等◆
応
募
締
切　
４
月
19
日
（
金
）
必
着

※�

世
帯
１
人
あ
た
り
の
収
入
平
均
が
１
０

０
万
円
以
上
ま
た
は
令
和
５
年
度
の
学

校
出
席
率
が
80
％
未
満
の
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
、
全
母
子
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　
東
成
瀬
村
母
子
寡
婦
福
祉
会
事
務
局

（
東
成
瀬
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
㊼
２
７
０
０

　
全
国
母
子
寡
婦
福
祉
団
体
協
議
会　

☎
０
３
（
６
７
１
８
）
４
０
８
８

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　
近
隣
の
争
い
ご
と
、
扶
養
・
相
続
な
ど

の
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま

す
。

◆�

日
時　
４
月
12
日
（
金
）、
26
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
場
所　
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
み
不
要
、
相
談
無
料

問　
秋
田
地
方
法
務
局　
大
曲
支
局

☎
０
１
８
７
�
２
１
０
０

法
曹
関
係
機
関
の
業
務
を
知
ろ
う
！

　
裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
テ
ラ
ス
な
ど
の

役
割
及
び
業
務
の
説
明
、
裁
判
所
の
法
廷

施
設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆�

日
時　
５
月
８
日（
水
）　
午
後
１
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

◆
定
員　
30
人
（
予
約
制
、
先
着
順
）

◆
会
場　
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

◆
申
込
み
期
間　
４
月
15
日
（
月
）
か
ら

　
４
月
19
日
（
金
）
ま
で

・
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
５
時
ま
で

問　
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総
務
課

☎
０
１
８
（
８
０
３
）
０
１
８
１

カ
ラ
ス
の
営
巣
に
よ
る
停
電
事
故
防

止
の
た
め
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

　
春
先
は
カ
ラ
ス
の
繁
殖
期
で
、
電
柱
上

に
巣
が
作
ら
れ
、
巣
の
材
料
と
な
る
針
金

な
ど
が
電
線
に
触
れ
て
漏
電
し
、
停
電
の

原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
停
電
事
故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ま
も
巣
を

発
見
し
た
際
は
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

問�　
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー　
☎
０
１
２
０
（
１
７
５
）
３

６
６

Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金
募
集

　
県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協
力
・
国
際

理
解
な
ど
の
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
活

動
を
行
う
民
間
の
団
体
等
を
対
象
に
、
そ

の
事
業
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
申
請
期
間

・
１
期
目
募
集　
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

・�
２
期
目
募
集　
７
月
１
日
（
月
）
か
ら

７
月
31
日
（
水
）
ま
で

◆
助
成
金
額　
上
限
５
万
円

◆�

回
数　

同
一
年
度
に
つ
き
一
団
体
１

回
、
同
一
団
体
に
よ
る
同
一
事
業
に
対

す
る
助
成
は
３
回
が
限
度

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
協
会
窓
口
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

問�

・
申
込
み　
（
公
財
）秋
田
県
国
際
交
流

協
会　
☎
０
１
８
（
８
９
３
）
５
４
９

９◀
問
・
申
込
み　
総
務
課　
☎
㊼
３
４
０
１

　４月から、村内における粗大ごみ用の
荷札をシールに変更します。
粗大ごみを出す際は、見えやすい場所に
貼って出してください。
問　環境課　☎４７－３４０７
　（４月１日以降は住民生活課
　　　　　　　　　☎４７－３４０３）

粗大ごみ用の荷札がシールに変わります
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「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています。

広報

No.704H I G A S H I N A R U S E

　●人　口　　　　　男　1,255人  (＋  9)
　　　　　　　　　　女　1,142人  (＋  1)
　　　　　　　　　　計　2,397人  (＋10)
　●世帯数　1035戸 (＋11)
　●出生　０人[２人〕●死亡　４人[48人〕
　●転入　14人[137人〕●転出　０人[68人〕
注(　)内は前月比、〔　〕は令和５年４月から

◎交通事故　・発生件数… 0 件〔0件〕
 　・死者……… 0 人〔0人〕
 　・傷者……… 0 人〔0人〕
　　　～令和5年2月20日より無事故３75日～
◎交通死亡事故『０』継続日数　2858日
　　　　　　　～平成28年５月4日より～
◎無火災記録　310日
　　　　　　　　～令和5年4月26日より～

２月の
東成瀬村

◆ごめいふくをお祈りします

安全記録

村の人口と世帯

（敬称略）慶弔

髙　橋　幸　雄　（93）　天　江
吉　田　正　雄　（81）　田子内
佐々木　ミ　サ　（99）　下　田

ひがしなるせ

【生活部門 最優秀賞】
「秋まんきつ」

撮影者　後　藤　ほなみ（東成瀬村）

令和５年２月４日生　滝ノ沢／洋平・美香さん

髙　橋　陽　太　くん我が家のアイドル
ひなた

歩けるようになってきた、ひなたくん♪
みんなでお散歩するのが楽しみだね！
元気にすくすく大きくなってね！　　　　父・母 より

第
10
回
東
成
瀬
村
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　笑顔が弾ける表情の子供と「落ち葉うまく飛ばせたかな？」という真面目
なお父さんの表情のギャップが微笑ましく、温かな作品です。「親子で夢中
になって秋を満喫しました」 というコメントがとても素敵でした。

審査員講
評
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